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生体電磁環境国際シンポジウム開催のお知らせ
―電波の安全性に関する国際ガイドライン―

平成18年10月16日

記 

生体電磁環境国際シンポジウム
―――電波の安全性に関する国際ガイドライン―――

独立行政法人情報通信研究機構（以下NICT。理事長: 長尾 真）は、電波の安全性に関する問題と電
波防護の国際ガイドライン等を一般の方々にわかりやすく解説することを目的とした国際シンポジウム
を、国内外の専門家を招いて11月8日（水）に開催します。
参加費は無料、同時通訳も行ないますので、是非ご参加下さい。

◆日時： 平成18年11月8日（水）13：00～17:30

◆会場： 全国都市会館2F大ホール（東京都千代田区平河町2-4-2）

◆主催： 独立行政法人 情報通信研究機構

◆協賛： 総務省、国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）、世界保健機関（WHO）

◆URL： http://www.ilcc.com/nict-ws/(詳細はこちらから)

プログラム（予定） 

13:00～13:15 開会挨拶 NICT理事 松島 裕一

13:15～13:25 総務省挨拶 総務省総合通信基盤局電波部長 河内 正孝 氏

13:25～15:30 国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）の活動の紹介
ICNIRP議長 Dr. Paolo Vecchia等

15:50～17:30 パネルディスカッション（司会：首都大学東京教授 多氣 昌生氏*）

oWHOの取り組みについて WHO専門研究員 大久保 千代次氏*

o日本の研究について 九州大学教授 上野 照剛氏*

oNICTの研究について NICT/EMCグループリーダ 山中 幸雄

o国民生活と電磁波問題 主婦連合会 山根 香織 氏

o小児の電波吸収特性について 名古屋工業大学教授 藤原 修氏*

o電磁波過敏症について ICNIRP副議長 Dr. Maila Hietannen

o予防原則について ICNIRP議長 Dr. Paolo Vecchia 

（*）NICT招へい専門員を兼務

＜問い合わせ先＞
情報通信研究機構 総合企画部広報室
栗原 則幸、大野 由樹子
Tel: 042-327-6923、Fax: 042-327-7587

＜シンポジウムに関する問合せ先＞
情報通信研究機構電磁波計測研究センター EMCグループ
山中 幸雄、渡辺 聡一
Tel: 042-327-5430、Fax: 042-327-6675 



【用語解説】 

ICNIRP : International Commission on Non-Ionizing Radiation Protection（国際非電離放射線防護委員会）
ICNIRPは、非電離放射線に関する国際的な独立専門組織であり、電波や光の人体への安全性について科
学的見地から検討し、ばく露制限のガイドラインの策定を主な任務としている。ICNIRP委員は、中立性を確保
するために、大学や国立研究所等の非営利組織の研究者により構成されている。これまで、科学的な知見
に基づく十分な安全率を考慮した電波防護に係る国際ガイドラインを策定（1996年）しており、日本も含む多く
の国がこれと同等のガイドラインを採用している。 

WHO : World Health Organization（世界保健機関）
WHOは1996年より国際電磁界プロジェクトを推進しており、様々な電磁界の健康リスク評価に関する国際プ
ロジェクトを推進している。2006年初頭には直流電磁界についての健康リスク評価が完了しており、その内容
が環境保健基準（Environmental Health Criteria）として発行されている。今後、順次、極低周波（50/60Hz等
の商用電源周波数）電磁界、高周波電磁界の健康リスク評価および環境保健基準の発行が進められていく
予定。 


